




要約:わが国での Sotos 症候群の実数や臨床症状,自然歴などを知るために,全国の分担研

究協力者へ調査用紙を配付し,49 例について解析した.その結果,巨頭,前頭突出,長頭,大

きな手足が Sotos 症候群の主要症状として確認されたが,出生時体格などとあわせて予想

より頻度・数値が小さかった.これは,巨大児ではないがその後の経過や症状から Sotos 症

候群としか診断できない非典型的 Sotos 症候群が含まれていたためであると考えられた.

その他の症状では従来あまり頻度は高くないとされていた心奇形か 35%,腎奇形が 27%もみ

られたことは,臨床的意義が大きい.就学前年齢の症例は74%が訓練センターに通っており,

就学年齢の症例の 40%は普通学級へ通っていた.


